
一 般 質 問 一 般 質 問

07 №４8 06№４8

問　

今
後
、
平
舘
館
山
と
寺
田

館
山
の
整
備
余
地
は
あ
る
の
か
。

市
長　

各
振
興
協
議
会
が
策
定

し
た
地
域
づ
く
り
の
目
標
、
あ

る
い
は
、
重
点
事
業
の
具
体
的

な
内
容
を
検
討
し
て
も
ら
い
、

そ
の
後
、
支
援
体
制
が
で
き
る

の
か
検
討
し
て
い
く
。

問　

散
策
路
に
つ
い
て
は
、
階

段
や
手
す
り
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
も
安
全
に
散
策
で
き
る
形
に

す
る
べ
き
と
思
う
が
。

副
市
長　

現
状
を
把
握
し
た
上

で
、
再
度
、
地
域
振
興
協
議
会

と
協
議
す
る
。

問　

共
新
住
宅
線
の
残
地
を
駐

車
場
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

市
長　

隣
接
住
民
の
利
用
に
支

障
と
な
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て
、

地
域
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

平
舘
本
町
変
則 交

差
点
の
改
善
策

問　

西
根
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開

通
に
よ
り
、
朝
夕
の
登
下
校
時
、

車
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
が
、
信

号
機
の
時
間
調
整
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長　

現
地
の
現
状
を
調
査
し
、

必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
可

能
で
あ
る
。

問　

大
型
バ
ス
が
出
入
り
す
る

際
、
通
行
に
支
障
を
来
た
し
て

い
る
が
、
拡
幅
で
き
な
い
か
。

市
長　

過
去
に
、
地
主
に
打
診

し
て
、
不
調
に
終
わ
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
再
度
、
実
現
可
能
か

交
渉
の
余
地
は
あ
る
。

問　

変
則
交
差
点
を
通
常
の
十

字
路
に
改
善
す
れ
ば
、
車
の
流

れ
や
交
通
安
全
上
も
良
く
な
る

と
思
う
が
。

市
長　

後
藤
川
の
整
備
、
家
屋

の
移
転
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

非
常
に
難
し
い
。

平
舘
館
山
の
公
園
化
整
備

今
後
の
整
備
余
地
検
討

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

平舘城跡入口

外
来
患
者
減
少
の
原
因
分
析

内
科
医
入
れ
替
わ
り
も
一
つ

（日本共産党）

新病院建設工事現場

米
ま い た

田定
さ だ お

男 議員

田
頭
地
区
に
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

慎
重
な
検
討
を
要
す
る

工
くどう

藤隆
りゅういち

一 議員
（八起会）

田頭の穀倉地帯

問　

田
頭
城
跡
は
、
望
遠
絶
景

の
名
所
で
あ
る
。
眼
下
に
広
が

る
穀
倉
地
帯
に
、
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
の
構
図
が
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
。
教
育
旅
行
や
体
験
学
習

の
次
期
目
玉
と
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
田
ん
ぼ
が
見

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
樹
木

伐
採
な
ど
、
慎
重
に
検
討
を
重

ね
る
必
要
が
あ
る
。

八
幡
平
温
泉
郷

問
　
高
原
中
通
り
に
、
看
板
が

乱
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
車
道

と
歩
道
の
間
の
花
壇
は
、
草
が

伸
び
放
題
で
荒
れ
て
い
る
。
こ

の
状
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
自
治
会
が
で
き
る
ま
で

雑
草
地
の
整
備
は
、
当
然
、
市

で
行
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

新
規
支
援
事
業
に
て
、
ペ

ン
シ
ョ
ン
や
宿
泊
経
営
を
目
指

す
方
に
、
支
援
策
が
必
要
と
考

え
る
が
。

商
工
観
光
課
長　

現
時
点
で
は

特
に
支
援
策
は
な
い
が
、
優
遇

策
な
ど
の
形
で
、
導
入
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

次
期
学
習
指
導
要
領

問　

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
英
語
指

導
に
お
い
て
、
教
員
だ
け
で
は

多
忙
す
ぎ
る
場
合
に
、
補
助
的

支
援
員
を
加
配
す
る
考
え
は
。

教
育
指
導
課
長　

総
合
的
な
学

習
の
新
し
い
教
育
課
程
の
創
造

に
当
た
っ
て
、
地
域
の
方
々
と

連
携
し
、
教
育
課
程
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
学
校
と
と
も
に
教

育
を
進
め
る
よ
う
整
備
を
進
め

て
い
く
。

問　

西
根
病
院
で
は
、
内
科
外

来
患
者
数
が
平
成
17
年
度
比
で

37
％
の
減
少
だ
。
し
か
も
、
右

肩
下
が
り
の
一
貫
し
た
減
少
で

あ
り
、
病
院
経
営
の
構
造
的
な

も
の
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
。

患
者
数
減
少
の
原
因
を
、
ど
う

分
析
・
解
明
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

国
、
県
の
傾
向
と
符
合

し
て
い
る
の
で
、
薬
剤
投
与
の

長
期
処
方
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
の
影
響
や
、
人
口
減
少
の
要

素
も
あ
る
。
加
え
て
、
内
科
医

の
入
れ
替
わ
り
に
よ
る
患
者
の

不
定
着
や
内
科
の
午
後
休
診
が

原
因
の
一
つ
で
あ
る
。

問　

西
根
病
院
改
革
プ
ラ
ン
で

は
、
外
来
患
者
の
減
少
対
策
と

し
て
「
通
院
環
境
の
整
備
」
を

唯
一
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
根
拠

は
何
か
。
ま
た
、
新
病
院
で
は

通
院
環
境
が
ど
う
整
備
に
な
る

の
か
。

西
根
病
院
事
務
局
長　

国
保
患

者
の
５
割
が
市
外
に
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
呼
び
込
む
の
が
一

番
の
課
題
で
あ
り
、
新
病
院
で

は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
し
、

駅
に
隣
接
さ
せ
る
。

問　

実
際
の
花
輪
線
運
行
の
下

り
で
は
、
10
時
12
分
発
の
次
は

14
時
25
分
で
あ
り
、
通
院
と
は

セ
ッ
ト
に
成
り
得
な
い
。

減
価
償
却
費
は
異
常

問　

病
院
建
設
費
約
50
億
円
の

う
ち
、
病
院
会
計
が
負
担
す
る

の
は
５
億
円
で
あ
る
。
建
設
後

９
年
間
だ
け
で
約
22
・
８
億
円

も
の
減
価
償
却
費
を
計
上
す
る

の
は
事
業
会
計
上
異
常
で
あ
る
。

西
根
病
院
事
務
局
長　

地
方
公

営
企
業
法
に
沿
っ
て
処
理
し
て

い
る
。
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問　

将
来
的
に
活
用
計
画
の
な

い
公
共
施
設
は
、
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。
ま
た
、
施
設
内
の

備
品
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

市
長　

旧
松
尾
総
合
支
所
な
ど

22
施
設
あ
る
。
建
物
を
使
用
し

て
い
た
当
時
の
備
品
が
複
数
あ

り
、
保
管
場
所
が
な
い
こ
と
か

ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。

問　

施
設
内
の
使
用
可
能
と
思

わ
れ
る
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、

楽
器
な
ど
の
備
品
を
、
市
民
に

提
供
で
き
な
い
か
。

市
長　

市
内
の
公
共
的
な
団
体

を
優
先
し
て
払
い
下
げ
た
後
、

一
般
公
募
に
よ
り
売
り
払
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

バ
ス
通
学
者
へ
音
楽 サ

ー
ビ
ス
が
可
能
か

問　

市
内
の
小
中
学
生
の
１
割

が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
、

登
下
校
合
わ
せ
て
平
均
１
時
間

要
し
、
通
学
し
て
い
る
。
乗
車

時
間
を
音
楽
、
英
語
に
親
し
む

環
境
に
整
備
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

バ
ス
に
は
、
Ｃ
Ｄ
な

ど
を
聞
か
せ
る
音
響
設
備
が
な

く
、
乗
車
時
間
、
各
年
齢
層
も

さ
ま
ざ
ま
で
、
教
育
環
境
の
差

が
生
じ
て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
送
迎
バ
ス
の
安
全
・
安

心
を
考
慮
す
れ
ば
、
難
し
い
面

が
あ
る
。

借
地
上
の
公
共
施
設

問　

市
で
借
地
利
用
し
て
い
る

公
共
施
設
は
何
カ
所
あ
り
、
今

後
、
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

民
間
法
人
25
件
、
個
人

42
件
あ
り
、
市
が
恒
久
的
に
使

用
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
購

入
す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

不
要
備
品
の
市
民
へ
の
提
供

公
共
的
な
団
体
を
優
先

畠
はたけやま

山　康
やすし

 議員
（八起会）

旧松尾総合支所事務室

田
山
の
コ
ミ
バ
ス
定
期
便

電
話
予
約
型
バ
ス
試
験
運
行

（日本共産党）

田山地域のコミュニティバス

山
やまもと

本　榮
さかえ

 議員

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
戦
略

台
湾
と
タ
イ
を
重
点
市
場

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

台湾交通部観光局へのプレゼン

問　

５
月
に
、
県
・
市
町
村
議

会
議
員
25
人
で
台
湾
を
訪
問
し
、

台
湾
政
府
と
花
蓮
市
に
花
巻
空

港
台
湾
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の

運
行
や
、
観
光
交
流
な
ど
を
要

望
し
た
。
「
桜
と
雪
の
回
廊
」

な
ど
も
好
評
で
あ
る
。
市
の
特

長
や
利
点
を
生
か
し
た
観
光
戦

略
を
ど
う
進
め
る
考
え
か
。

市
長　

外
国
人
の
市
内
宿
泊
者

１
人
千
円
の
補
助
金
支
援
な
ど

で
入
り
込
み
数
は
伸
び
て
い
る
。

台
湾
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け

入
れ
な
ど
で
、
長
年
の
交
流
の

あ
る
タ
イ
を
重
点
市
場
と
し
、

誘
客
増
を
目
指
す
。
県
な
ど
と

連
携
し
、
海
外
で
行
わ
れ
る
旅

行
博
な
ど
へ
出
店
し
、
オ
ー
ル

岩
手
、
東
北
エ
リ
ア
で
連
携
し

た
観
光
振
興
を
検
討
す
る
。

人
材
バ
ン
ク
設
置
を

問　

さ
ま
ざ
ま
な
特
技
や
知
識

を
持
っ
た
市
民
を
人
材
登
録
し
、

学
校
教
育
の
支
援
や
生
涯
学
習

な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

が
身
近
に
学
べ
る
人
材
バ
ン
ク

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

生
涯
学
習
活
動
の
推
進

や
、
支
援
す
る
た
め
の
在
り
方

を
研
究
し
な
が
ら
、
人
的
資
源

の
活
用
や
、
指
導
者
と
し
て
活

躍
で
き
る
地
域
人
材
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
、
人
材
バ
ン
ク
設
置

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
里
塚
を
県
指
定
に

問　

旧
鹿
角
街
道
に
あ
る
４
カ

所
連
続
の
一
里
塚
を
、
セ
ッ
ト

で
県
指
定
文
化
財
に
昇
格
す
る

よ
う
運
動
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

一
里
塚
の
環
境
を
整

備
し
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
な
が
ら
昇
格
を
働
き
か
け
る
。

問　

７
月
か
ら
12
月
ま
で
、
田

山
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
電
話
予
約
方
式
に
変
更
し
、

定
期
便
は
な
く
な
る
と
提
案
さ

れ
た
。
多
く
の
住
民
か
ら
、
定

期
便
を
廃
止
し
な
い
で
ほ
し
い

と
要
望
さ
れ
て
い
る
。
住
民
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

利
用
者
が
増
え
る
と
み
て
い
る

の
か
。
定
期
便
廃
止
に
つ
い
て
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
調
査
し

た
の
か
。

市
長　

平
成
28
年
３
月
に
、
八

幡
平
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
を
策
定
し
、
進
め
て
い
る
。

当
該
地
域
は
利
用
者
が
少
な
い

た
め
、
空
車
で
の
運
行
を
回
避

し
、
輸
送
効
率
の
高
い
運
行
を

目
指
す
。
平
成
27
年
11
月
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
実
施
の
意
見
を

参
考
に
し
た
。
今
後
、
利
用
が

増
え
る
と
期
待
し
て
い
る
。

ス
ポ
少
後
安
代
中
か ら

田
山
ま
で
運
行
を

問　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
後

の
下
校
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度
ま
で
に
実
施
す
る

か
、
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
実
施
の
見
通
し
は
。

市
長　

現
時
点
で
は
、
ス
ポ
少

活
動
後
の
バ
ス
運
行
は
、
非
常

に
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

田
山
ス
キ
ー
場
に
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

問　

市
は
田
山
ス
キ
ー
場
用
地

を
買
い
取
り
し
、
夏
場
の
ス

キ
ー
場
の
活
用
と
し
て
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
た
い
と

提
案
し
て
き
た
。
今
後
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
す
る
の
か
。

市
長　

必
要
性
や
利
用
者
の
推

計
、
費
用
な
ど
の
調
査
検
討
が

必
要
で
、
当
面
整
備
は
難
し
い
。
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大
更
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
創
出

先
進
地
を
例
に
進
め
た
い

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

整備が進む大更駅周辺

問　

大
更
駅
周
辺
整
備
は
、「
大

更
駅
を
中
心
と
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
で
に
ぎ
わ
い

を
創
出
」
が
最
大
の
目
的
で
始

ま
っ
た
。
最
近
、
同
じ
よ
う
な

事
例
は
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
失
敗
例
が
多
い
。
近
隣
の

矢
巾
町
で
も
、
駅
前
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
開
発
を
進
め
た
が
、
思

う
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
に
な
っ
て

い
な
い
。
公
設
の
長
屋
横
丁
も

撤
退
す
る
店
が
出
て
い
る
。
３

階
の
複
合
施
設
を
建
設
し
た
が
、

客
が
少
な
く
、
撤
退
し
た
店
が

あ
る
。
矢
巾
駅
の
乗
降
利
用
者

数
は
、
１
日
平
均
約
３
千
人
で

も
こ
の
状
態
で
あ
る
が
、
大
更

駅
の
１
日
平
均
の
乗
降
者
数
は

何
人
か
。

地
域
振
興
課
長　

大
更
駅
は
、

１
日
平
均
２
６
９
人
で
あ
る
。

問　

矢
巾
駅
の
10
分
の
１
以
下

の
大
更
駅
で
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
は
難
し
い
課
題
で
は
な
い
か
。

市
長　

失
敗
し
な
い
よ
う
に
、

地
権
者
・
商
工
会
・
検
討
委
員

会
の
皆
さ
ん
と
先
進
地
視
察
な

ど
を
行
い
、
大
更
に
相
応
し
い

も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問　

中
心
部
の
衰
退
は
大
型
店

の
進
出
が
原
因
で
あ
り
、
そ
の

対
策
の
た
め
に
も
市
の
商
品
券

の
利
用
方
法
を
改
め
る
べ
き
だ
。

副
市
長　

購
買
力
を
落
と
し
か

ね
な
い
課
題
で
あ
り
、
商
工
会

と
も
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

問　

中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
で
大

切
な
の
が
道
路
整
備
だ
。
特
に
、

市
道
松
子
線
を
、
バ
イ
パ
ス
か

ら
大
更
中
心
部
に
つ
な
ぐ
計
画

を
最
優
先
に
す
る
べ
き
だ
。

副
市
長　

松
子
線
は
重
要
な
路

線
と
認
識
し
て
い
る
が
、
道
路

整
備
計
画
も
あ
り
、
最
優
先
は

難
し
い
。

問　

東
北
自
動
車
道
岩
手
山

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
利
用
客
が
、

気
象
条
件
に
よ
っ
て
、
周
辺
の

悪
臭
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
市
役
所
に
、
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
な
い
か
。
寄
せ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対

策
を
伺
う
。

市
長　

岩
手
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
利
用
者
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

関
係
者
か
ら
の
、
市
へ
の
苦
情

は
な
い
。

問　

観
光
振
興
に
お
い
て
、
悪

臭
が
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園

エ
リ
ア
に
来
訪
す
る
、
国
内
や

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
悪
い
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
も
の
と

思
う
。
周
辺
の
畜
産
施
設
が
、

高
速
道
路
開
通
以
前
に
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
、
国

に
対
し
、
畜
産
団
地
の
移
転
を

要
望
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

市
長　

県
民
の
、
健
康
で
快
適

な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の
環

境
保
全
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
、
そ
の

現
状
を
調
査
し
て
い
く
。

農
畜
産
物
生
産 加

工
の
考
え
は

問　

市
産
業
振
興
株
式
会
社
の

事
業
は
、
現
状
の
内
容
で
進
め

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
農
畜
産

物
の
生
産
、
加
工
な
ど
を
加
え
、

雇
用
を
確
保
し
、
安
定
し
た
運

営
を
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

平
成
28
年
３
月
１
日
に

分
社
し
、
完
全
民
営
化
と
な
り
、

現
在
の
体
制
、
事
業
内
容
に
転

換
し
て
、
ま
だ
１
年
余
り
な
の

で
、
現
在
の
指
定
管
理
、
事
業

内
容
を
継
続
し
て
い
く
も
の
と

聞
い
て
い
る
。

問　

寺
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
の
ス
テ
ー
ジ
改

修
に
つ
い
て
は
、
長
年
、
地
域

振
興
協
議
会
か
ら
要
望
さ
れ
て

き
た
も
の
で
、
裏
廊
下
を
作
り
、

ス
テ
ー
ジ
の
上
手
と
下
手
を
行

き
来
で
き
る
よ
う
に
改
修
で
き

な
い
も
の
か
。

地
域
振
興
課
長　

裏
側
に
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
の
設
備
が
あ
り
、
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
的
な
も
の
で
仕
切
る
方

法
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

問　

舞
台
は
、
も
と
も
と
狭
く
、

仕
切
り
板
を
付
け
る
と
、
さ
ら

に
狭
く
な
る
。
ボ
イ
ラ
ー
室
の

後
ろ
側
を
回
る
造
り
に
す
れ
ば
、

問
題
は
な
い
と
の
話
で
あ
っ
た

が
ど
う
か
。

地
域
振
興
課
長　

現
地
を
再
度

確
認
の
上
、
精
査
し
た
い
。

問　

寺
田
柔
剣
道
場
、
消
防
屯

所
、
寺
田
保
育
所
に
は
、
現
在
、

駐
車
場
が
な
く
、
現
実
的
に
は

駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
遊
園
地
広
場
を
、
駐
車
場
と

し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

地
域
振
興
課
長　

現
在
の
遊
具

施
設
は
活
用
し
な
が
ら
、
事
故

防
止
柵
な
ど
を
設
け
る
方
向
で

検
討
し
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
、
毎
年
ロ
ー

ダ
ー
を
入
れ
、
平
ら
に
し
て
、

砂
を
入
れ
る
と
い
う
繰
り
返
し

の
状
況
で
あ
り
、
駐
車
場
の
確

保
に
向
け
、
善
処
願
い
た
い
。

ま
た
、
寺
田
コ
ミ
セ
ン
の
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
全
然

利
用
さ
れ
て
い
な
い
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
を
、
駐
車
場
に
整
備

で
き
な
い
か
。

地
域
振
興
課
長　

砕
石
を
入
れ

る
な
ど
し
て
、
で
き
る
だ
け
効

率
的
な
運
用
の
仕
方
を
構
築
し

て
い
き
た
い
。

寺
田
コ
ミ
セ
ン
周
辺
整
備

遊
園
地
広
場
に
駐
車
場
検
討

（自由クラブ）

でこぼこの遊園地広場

岩
手
山
Ｓ
Ａ
周
辺
の
悪
臭

市
役
所
へ
の
苦
情
は
な
い

北
きたぐち

口和
か ず お

男 議員
（無会派）

岩手山サービスエリア（下り線）

遠
えんどう

藤公
き み お

雄 議員


